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研究成果の概要（和文）：　アートプロジェクトや造形ワークショップについて、実践を伴ったプログラム検証等によ
って、その教育的意義を探る研究を進め、その成果を大学美術教育学会等で発表した。また、今、学校で、社会でどん
な美術教育が行われているのかを広く紹介する展覧会「えっ？『授業』の展覧会 図工・美術をあそび直す」を開催し
た。本研究のまとめとして、報告書『アートプロジェクトとワークショップ』を編纂した。

研究成果の概要（英文）：About an art project and art workshop, We studied to investigate the educational 
significance by program inspection with the practice and announced the result in university art education 
societies. In addition, I held exhibition "えっ？『授業』の展覧会 図工・美術をあそび直す" to introduce 
widely what kind of art education was provided in a school and society As a summary of this study, We 
gathered up the result in a report in "Art project and Workshop".

研究分野：社会科学
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１．研究開始当初の背景 
 造形は、ものの見方、考え方、関わり方と
いった「感性」を学ぶものであり、自身にと
っての外的世界と内的世界とのあらたな関
係を広げていく創造的な営みである。近年、
Bloom の教育目標分類 (Bloom1956) で最も
高次な目標として再考されている創造活等
は、これからの教育では特に重要な事項とし
て扱われなければならない。 
 アートプロジェクトや造形ワークショッ
プの数は、近年になり飛躍的に増えつつあり、
予想を上回る勢いで社会に浸透している。し
かし、それは社会教育として広まりを見せな
がら、必ずしも教育方法として確立されてい
るとは言い難い。その理由は教育的実践とし
ての意義を測りづらいことにあり、一般には
一過性の活動としてとらえられ持続性のあ
る学びとして認知されていないことにある。 
 これまでに研究代表者と研究分担者は、ワ
ークショップがいかに子どもに芸術的意味
を創出しているかに関しての考察として、子
ども対象ワークショップの考案におけるメ
カニズムの解明とモデル化に関する基礎研
究を実施してきた。〈平成 21-23 年度「芸術
的意味を創出する造形ワークショップに関
する日米比較と基礎研究」基盤研究( C )〉
その成果の一部は「Active Learning 造形ワ
ークシップ -実践例とプログラム開発」（三
澤一実・押元信幸, 2011）に収録し、学会発
表や講演会等で造形ワークショップについ
てのアウトリーチ活動を行ってきた。 
 本研究は、これまで我々の行ってきたアー
トプロジェクトや造形ワークショップの研
究を修正しつつ、継続的にアウトリーチ活動
を実施することにより、日本の造形ワークシ
ョップが一過性の活動ではない持続性のあ
る「学びと創造の場」として、より多くの人
にその教育的意義が認知されるものと考え
られる。 

＜従来のワークショップの分類と本研究領
域＞ 
 
２．研究の目的 
 本研究は、アートプロジェクトや造形ワー
クショップを造形教育の「新しい学びと創造

の場」として確立するために、その教育的意
義を明確にするものである。具体的には造形
ワークショップの事例を収集し、考案メカニ
ズムの解明と教育・指導プログラムの検証と
開発を行い、自らも実験的な造形ワークショ
ップの実践研究を行う。また国際的な視点か
ら、日本のアートプロジェクトや造形ワーク
ショップを比較・考察する。これらの成果を
広く一般にとアウトリーチ活動をすること
により、将来の日本の造形教育と美術教師養
成のシステムを構想するものである。 

＜子どもを取り巻く地域連携のイメージ＞ 
 
３．研究の方法 
 計画は、三つのテーマに分けて研究を進
める。一つは、（アートプロジェクトや造
形ワークショップのプログラム検証）であ
り、現在の造形ワークショップの状況を広
く分析調査する量的研究である。二つは、
（アートプロジェクトと造形ワークショ
ップの地域連携についての考察）これは造
形ワークショップの有効性を検証する質的
研究である。三つめは、（アートプロジェ
クトや造形ワークショップの実践とアウ
トリーチ活動）これは大学の授業や造形ワ
ークショップなどによって実践的な検証を
行うものである。また広く一般に造形ワー
クショップの意義を伝えるためのアウトリ
ーチ活動を続けていくことである。最終的
には、以上の三つのテーマをもとに造形ワ
ークショップの考案メカニズムの解明や、
プログラム開発を行った考察をまとめ公開
していく。 

〈三つの研究方法〉 
(1) アートプロジェクトや造形ワークショ
ップのプログラム検証 
① 造形ワークショップと医療・福祉の現場
との関わりについての実践例の収集と検
証 
② アートプロジェクトと環境・まちづくり
等との関わりについての実践例の収集と
検証 
③ 社会における建設的な内容を伴った造



形ワークショップのプログラム検証とそ
の開発 
(2) アートプロジェクトと造形ワークショ
ップの地域連携についての考察 
① 米国を中心とした海外のアートプロジ
ェクトや造形ワークショップのフィール
ド調査と文献調査 
② アートプロジェクトや造形ワークショ
ップの地域連携についての国際比較 
(3) アートプロジェクトや造形ワークショ
ップの実践とアウトリーチ活動 
① 教員養成大学・芸術系大学におけるアー
トプロジェクトや造形ワークショップの
実践教育 
② 美術館，地域社会，学校，病院，などで
のアートプロジェクトや造形ワークショ
ップの実践 
③ 学会，講演会等でのアートプロジェクト
や造形ワークショップの意義についての
アウトリーチ活動 
 
４．研究成果 
 三つの研究方法に基づいて、それぞれに研
究活動を進めた。主な内容と成果については
以下の通りである。 
 (1) アートプロジェクトや造形ワークショ
ップのプログラム検証 
 24 年度、押元は 10 月に長野県東御市芸術
村公園で行われた『火のアートフェスティバ
ル』で、「鍛冶ワークショップ」を実施した。
また、三澤は年間 20 本のワークショップを
展開し、創造の場としてのワークショップに
関する基礎データを収集した。さらにスクー
ルアートプロジェクト「ムサビる！」の記録
集を監修制作し、ワークショップの取り組み
を中心にその成果をまとめ全国500カ所の関
係諸機関に配布した。大成は『大地の芸術祭 
越後妻有アートトリエンナーレ 2012』にて
「上鰕池名画館」大成哲雄／竹内美紀子を発
表し、それぞれにプログラムを実践すること
で検証していった。 
 25 年度、三澤が実行委員長と押元、大成が
実行委員として企画運営に携わった「え？
『授業』の展覧会 図工・美術をまなび直す」
（うらわ美術館 9 月 14 日～10 月 27 日）で
は、今、学校で、社会で何が行われているの
かを広く紹介し、これからの造形美術教育の
あり方を共に考えていく展覧会を開催した。 
 26 年度、三澤は年間 20 本のワークショッ
プを展開し、ワークショップに関する基礎デ
ータを収集した。それぞれにプログラムを実
践することで検証していった。 
 
(2) アートプロジェクトと造形ワークショ
ップの地域連携についての考察 
 24 年度、押元は、研究協力者の小野寺と、
国際的な美術教育プログラムやについて情
報収集と米国の造形ワークショップ調査に
ついて、今後の方向性を検討した。 
 25 年度、押元は、24 年度に引き続き、情

報収集と調査の方向性を検討した。また、北
欧の美術教育についても情報を集め、次年度
の現地調査についての検討を行った。 
 26 年度、6 月 20 日に小野寺の通訳のもと、
アメリカのエルビン レドル（アーティスト）
にインタビューをした。その結果、福祉レジ
ーム論の観点から日本の立ち位置を捉え、ア
ートプロジェクトや造形ワークショップに
関する造形教育にどのような違いが見られ
るか国際比較を行うことで、日本のアートプ
ロジェクトや造形ワークショップを造形教
育の教育的意義を明確にすることができる
と考えられた。 
 大成は、大学近隣の公園で 2008 年から継
続的して地域の子ども向けにワークショッ
プを企画し、地域住民や様々な人たちと協働
する地域のアートプロジェクトとして定着
してきた。また、保育所とアートプロジェク
トを行い保育士、園児、学生と映像作品をつ
くり公開した。幼児教育のアートプロジェク
トの可能性を提案できる事例を作る事がで
きた。これまでの活動は報告書「アートプロ
ジェクトとワークショップ」にまとめてある。 
 
 (3) アートプロジェクトや造形ワークショ
ップの実践とアウトリーチ活動 
 24 年度、押元は 8月に東京家政大学内で行
ったアートプロジェクト『狭山 ART CAMP 
2012』を実践し、10 月の学会で発表した。三
澤は年間20本のワークショップを展開した。
中でも、福井大学大学院でのワークショップ
は日常の授業の省察というテーマで展開し、
「創造の場」の位置づけを造形芸術から教育
の方法を含めての創造とする試みとなった。
大成は聖徳大学の教員養成プログラムと併
せ、11月に『常盤平アートプロジェクト2012』
にて「デコデコちゃりんこ 〜団地探検隊
〜」、12 月に『松戸アートラインプロジェク
ト』にて「101 人ライトドローイング」を実
践した。 
 25 年度、押元は 8月に東京家政大学内で行
ったアートプロジェクト『板橋 ART CAMP 
2013』で、「鍛冶ワークショップ」を実施し、
同大学リサーチウィークにて、実践報告をポ
スター発表した。大成は 12 月に『暮らしの
芸術都市』にて「つながる洋服プロジェクト」
（ダイエー松戸西口店）を実践した。 
 26 年度、これまでの研究成果について、積
極的に学会発表や論文発表を進めた。論文発
表によるアウトリーチ活動は、押元が大学美
術教育学会の学会誌（査読有り）に、執筆し
た。また、「全国大学造形美術教育教員養成
協議会」の学会誌には、大成、押元、三澤が
六つの事例を報告した。他にも押元が東京家
政大学生活科学研究所研究報告に実践報告
を発表し、三澤が造形ジャーナルに論文を執
筆した。学会発表によるアウトリーチ活動は、
三澤が鳥取県博物館のスペシャルアートレ
クチャー、武蔵野美術大学の武蔵野美術大学
研究集会にて発表した。また、大学美術教育



学会の福井大会のポスター発表にて、大成、
押元が実践報告を発表した。 
 本研究のまとめとして、「アートプロジェ
クトとワークショップ」（JSPS 科研費 
24531152）を編纂した。本報告書は四冊の構
成になっており、三人の分担者がそれぞれ一
冊を担当した。1．「ドリーム列車絆プロジェ
クト」を三澤が担当し、プロジェクトがいく
つかのワークショップのつながりで進展し
ていくという形式をとり、創造の場としての
ワークショップの検証が行われた。2．「アー
トパークの記録 2008〜2014/聖徳大学大成
ゼミの記録 2010〜2014」を大成が担当し、
これまでの実践の活動をまとめて検証した。 
3.「アートプロジェクトを通しての工芸ワー
クショップ」を押元が担当し、工芸ワークシ
ョップの可能性を示すために，アートプロジ
ェクトとして行われた鍛冶体験について検
証した。残りの一冊には 2013 年 9 月に開催
された展覧会を収録し、4．「えっ、『授業』
の展覧会 図工・美術をまなび直す」PDF DETA
を押元が編集した。 
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